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（百万円未満切捨て） 

１．平成24年3月期第２四半期の連結業績（平成23年4月1日～平23年9月30日） 

(1) 連結経営成績［累計］ 
（％表示は、対前年同四半期増減率） 

 売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年3月期 第２四半期 10,259 △4.8 547 △5.3 70 99.9 △21 －

23年3月期 第２四半期 10,780 △9.1 578 △45.0 35 △92.6 △118    －

（注）包括利益 24年３月期第２四半期 △12百万円（－％） 23年３月期第２四半期 △119百万円（－％）

 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
1株当たり 

四半期純利益 
円  銭 円  銭

24年3月期 第２四半期 △0.55 ― 

23年3月期 第２四半期 △3.12 ― 
 

(2) 連結財政状態  

 総資産 純資産 自己資本比率 

百万円 百万円 ％ 

24年3月期 第2四半期 63,177 9,699 15.4 

23年3月期 63,618 9,639 15.2 

（参考）自己資本 24年3月期 第2四半期 9,699百万円 23年3月期 9,639百万円 

 

２. 配当の状況 

 年間配当金 

（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計 

円   銭 円   銭 円   銭 円   銭 円   銭

23年 3月期 ―  0. 00 ―  0. 00 0. 00 

24年 3月期 ―      

24年 3月期（予想）  0. 00 ―  0. 00 0. 00 

（注） 直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無 

 

３. 平成24年３月期の連結業績予想 （平成23年4月1日～平成24年3月31日） 
（％表示は、通期は対前期増減率） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益
 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 20,400 △4.3 1,300 △15.0 240 △45.4 110 △45.2 2. 89 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無 

 



  

４．その他 

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示  

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ： 無 

② ①以外の会計方針の変更   ： 無 

③ 会計上の見積りの変更 ： 無 

④ 修正再表示 ： 無 

    

(4) 発行済株式数（普通株式） 

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 24年3月期2Q 38,640,000株 23年3月期 38,640,000株

② 期末自己株式数 24年3月期2Q 191,652株 23年3月期 590,540株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 24年3月期2Q 38,163,542株 23年3月期2Q 38,056,380株

 

 

（※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示） 

・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビューの対象外です。なお、この四半期決算短信の開示時

点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しております。 

 

（※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項） 

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前

提となる条件及び業績予想のご利用に当たっての注意事項等については、四半期決算短信（添付資料）３ページ「連結

業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（1） 連結経営成績に関する定性的情報 

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災の影響により依然として厳しい状況にあり

ましたが、サプライチェーンの立て直しによる生産活動の回復や各種の政策効果などを背景に、持ち直しの動

きも見られました。一方、回復力の弱まっている海外景気の下振れ懸念や、為替レート・株価の変動等、景気

の下振れリスクが存在し、先行き不透明な状況となりました。 

このような事業環境の中、当社グループは、基幹の運輸事業において本年よりサービスを開始（4月24日～）

した、非接触式ICカード「りゅーと」のサービス路線拡大に努め、新潟市内ほぼ全域の路線で「りゅーと」が

利用可能（9月23日～）となるなど、積極的に事業を展開してまいりました。 

こうした施策の効果により、当第２四半期では全セグメントにおいて回復傾向が見られ、不動産事業・旅館

事業・その他事業にて前年同期を上回る営業利益を上げることができました。 

しかしながら、第１四半期連結会計期間における東日本大震災の影響を払拭するには至らず、当第２四半期

連結累計期間では営業収入は、前年同期比減収となりました。 

経費面では、燃油価格が前年同期比上昇しましたが、人件費を中心に諸経費抑制に努めました。 

       この結果、当第２四半期連結累計期間の総売上高は10,259百万円（前年同期比4.8%減）、営業利益は547百

万円（同5.3%減）、経常利益は70百万円（同99.9%増）となりましたが、連結子会社のテナント退去補償金を

特別損失に計上したことや当社の土地譲渡に伴う再評価に係る繰延税金負債の取崩をしたことにより、四半期

純損失は21百万円（前年同期は四半期純損失118百万円）の計上となりました。 

  
セグメントの業績の概況は、次の通りであります。 

 

○運輸事業 
          乗合バス部門では、当社ホームページ上のバス時刻表検索機能を拡充し、検索エリアを従来の新潟市域から 

新潟市外にまで拡大したほか、木戸病院の移転に伴い新潟駅南口と木戸病院を結ぶ「はなみずき線」を新規開 

設する等、お客様の利便性向上に努めました。また、「プロ野球 巨人－中日戦(7月19・20日)」や「K-POPコ 

ンサート(8月20日)」等の大型イベントにおいて、臨時バスの積極的な運行に取り組みました。しかしながら、 

震災影響による出控えや、昨年度の地元百貨店閉店セールに伴うバス利用特需の剥落等により、前年同期比減 

収となりました。 

       高速バス部門では、京都・大阪線で期間限定割引キャンペーン（9月1日～11月30日）を実施したほか、長野・ 

富山・金沢線の3路線において停留所（上越市「木田」）を新設し利便性の改善を図りましたが、震災影響に

よる出控えや豪雨による高速道路通行止め等により、県内線・県外線ともに前年同期比減収となりました。 

         貸切バス部門では、震災によるバス旅行のキャンセルや自粛等により、極めて厳しい状況で推移した結果、 

前年同期比減収となりました。この結果、運輸事業の売上高は4,790百万円（前年同期比5.7%減）となりまし 

た。 

  

○不動産事業 

 不動産事業では、7月に万代シテイ大型商業施設4館による共同セール、8月に「万代ジャズフェスティバル」 

を開催し、9月には「にいがた総おどり」等の大型イベントを誘致したほか、ほぼ毎週末に通常型のイベント

を開催する等、万代シテイの集客力向上に努めました。これら施策により、駐車場収入や各テナントからの歩

合制賃料収入は好調に推移したため、所有不動産売却予定に伴う固定賃料収入の減少等があったものの、不動

産事業の売上高は1,508百万円（同2.0％増）となりました。 

 

○商品販売事業 
     主力の観光土産品販売部門では、マリンピア日本海の来館者数増加に伴い、同施設内直営売店の売上が好調

に推移しましたが、万代シテイ・バスセンター内「ウラハマショップ」閉店（平成22年7月30日）に伴う減収

に加え、新潟県立近代美術館にて昨年開催されました「奈良の古寺と仏像 新潟展」における関連商品の売上

増を補うには至らず、前年同期比減収を余儀なくされました。 

   この結果、商品販売事業の売上高は1,261百万円（同2.6%減）となりました。 
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○旅館事業 

       佐渡市内の「国際佐渡観光ホテル八幡館」では、大手旅行代理店による新規ツアーの設定や、インターネッ 

ト限定プランの設定等により、7月以降宿泊人数は回復基調で推移しましたが、震災に伴うツアーのキャンセ

ル及び旅行自粛等の影響が大きく、前年同期比減収となりました。新潟市内の「万代シルバーホテル」では、

館内レストランにおける「生ビールパーティープラン」や「男子会プラン」等の企画により集客強化を図りま

したが、法人宴会需要の伸び悩み等により前年同期比減収となりました。 

 この結果、旅館業の売上高は1,018百万円（同6.1%減）となりました。 

 

○その他事業 
         旅行業では、年率換算で旅行費用が４%お得になる「くれよん積立友の会」の会員増強による顧客囲い込み 

を図るとともに、個人宿泊型プランの「夏のおでかけパック」や「世界文化遺産・中尊寺」を見学するツアー

等、魅力ある旅行商品を企画し販売強化に努めましたが、震災の影響を挽回するまでには至らず前年同期比減

収となりました。航空代理業においては概ね前年同期並みの売上を確保したものの、その他の清掃事業、広告

代理業、人材派遣業は厳しい事業環境の中で推移した結果、前年同期比減収となりました。 

 この結果、その他の事業の売上高は1,679百万円（同8.7%減）となりました 

 
 

（2） 連結財政状態に関する定性的情報 
    資産、負債及び純資産の状況   

当第２四半期の総資産は、現金及び預金、売掛金の増加と未収入金の減少や減価償却及び土地の売却による 

      有形固定資産の減少などにより、前期末に比べ441百万円減少し、63,177百万円となりました。 

負債は、買掛金の増加や借入金の返済、土地売却に伴う再評価繰延税金負債の取崩などにより、前期末に比 

べ501百万円減少し、53,477百万円となりました。 

               また、純資産は、四半期純損失21百万円計上、土地売却に伴う再評価差額金の取崩や自己株式の売却などに  

より、前期末に比べ59百万円増加し、9,699百万円となり、自己資本比率は15.4％となっております。 

   
 

（3） 連結業績予想に関する定性的情報 
平成24年３月期の業績予想につきましては、第２四半期連結累計期間の業績は、概ね順調に推移しましたが、

景気の先行きに不透明感が強いことや原油価格の動向等を踏まえ、平成23年８月12日に公表いたしました通期

の業績予想に変更はありません。 

 

２．サマリー情報（その他）に関する事項 

（1） 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

    該当事項はありません。 

 

（2） 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

       該当事項はありません。 

 

（3） 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

該当事項はありません。 

 

（4） 追加情報  
   （連結納税制度の適用） 

      第１四半期連結会計期間より、連結納税制度を適用しております。 

   （ポイント引当金）    

      当連結会計年度より、当社運輸事業において非接触型ＩＣカードのサービスを開始し、利用顧客に対しポイン

ト制を導入することから、付与されたポイントの利用に備えるため、当第２四半期連結累計期間末において将来

使用されると見込まれる額を流動負債の「その他」に計上しております。    
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成23年９月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,625,255 2,111,032

受取手形及び売掛金 983,601 1,292,612

商品及び製品 176,513 167,115

原材料及び貯蔵品 145,667 124,658

その他 1,096,103 766,984

貸倒引当金 △26,722 △21,075

流動資産合計 4,000,417 4,441,326

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 14,633,663 14,203,420

土地 41,017,390 40,851,965

その他（純額） 2,478,722 2,220,860

有形固定資産合計 58,129,776 57,276,247

無形固定資産 283,386 277,787

投資その他の資産 1,205,410 1,181,751

固定資産合計 59,618,572 58,735,786

資産合計 63,618,990 63,177,113

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 734,848 905,294

短期借入金 19,301,820 19,349,537

未払法人税等 82,578 64,501

賞与引当金 148,282 270,346

その他 2,250,708 2,380,032

流動負債合計 22,518,237 22,969,711

固定負債   

社債 160,000 160,000

長期借入金 21,403,327 21,191,280

再評価に係る繰延税金負債 6,100,009 5,734,914

退職給付引当金 380,839 347,075

役員退職慰労引当金 337,611 251,953

その他 3,079,040 2,822,574

固定負債合計 31,460,828 30,507,797

負債合計 53,979,065 53,477,509
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（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成23年９月30日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 4,220,800 4,220,800

資本剰余金 2,941,409 2,946,550

利益剰余金 △5,253,376 △4,738,237

自己株式 △99,881 △32,437

株主資本合計 1,808,952 2,396,675

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 △13,887 △5,654

土地再評価差額金 7,844,860 7,308,583

その他の包括利益累計額合計 7,830,972 7,302,929

純資産合計 9,639,925 9,699,604

負債純資産合計 63,618,990 63,177,113
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
（四半期連結損益計算書） 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年９月30日) 

売上高 10,780,144 10,259,476

売上原価 7,835,128 7,501,289

売上総利益 2,945,016 2,758,186

販売費及び一般管理費 2,366,701 2,210,303

営業利益 578,314 547,882

営業外収益   

受取利息 1,677 1,222

受取配当金 3,815 4,841

持分法による投資利益 10,266 19,289

雇用調整助成金 － 19,729

その他 12,514 34,747

営業外収益合計 28,273 79,829

営業外費用   

支払利息 566,520 550,881

その他 4,673 6,068

営業外費用合計 571,194 556,949

経常利益 35,393 70,763

特別利益   

前期損益修正益 1,466 －

固定資産売却益 848 556

補助金収入 28,796 10,529

契約外賃貸収入 32,150 4,591

退職給付引当金戻入額 45,967 －

その他 45,325 679

特別利益合計 154,553 16,357

特別損失   

前期損益修正損 161 －

固定資産売却損 109,006 34,071

固定資産除却損 14,883 2,574

テナント退去補償金 － 412,500

その他 3,351 31,232

特別損失合計 127,402 480,377

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

62,544 △393,257

法人税、住民税及び事業税 77,572 49,082

法人税等調整額 103,301 △421,201

法人税等合計 180,873 △372,119

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △118,328 △21,137

少数株主利益 582 －

四半期純損失（△） △118,910 △21,137
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（四半期連結包括利益計算書） 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年９月30日) 

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △118,328 △21,137

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △698 8,232

その他の包括利益合計 △698 8,232

四半期包括利益 △119,027 △12,905

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △119,609 △12,905

少数株主に係る四半期包括利益 581 －
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 （3） 継続企業の前提に関する注記 

   該当事項はありません。 

 

 

（4） セグメント情報等 

    （セグメント情報） 

     報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報 

 前第２四半期連結累計期間（自 平成22年4月１日 至 平成22年9月30日）  

  （単位：百万円）

 

報告セグメント 

その他 

（注）1 
合計 

調整額 

（注）2 

四半期連結

損益計算書

計上額 

（注）3 
運輸事業 不動産事業 

商品 

販売事業
旅館事業 計 

売上高       

  外部顧客への売上高 5,081 1,479 1,295 1,084 8,940 1,839 10,780 － 10,780

  セグメント間の内部 

売上高又は振替高 
82 276 42 13 415 353 768 △768 －

計 5,163 1,755 1,338 1,098 9,355 2,193 11,548 △768 10,780

 セグメント利益又は
損失（△） 

△223 579 85 47 489 87 577 1 578

（注） １．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、旅行業、航空代理業、清掃・設備・環

境業等を含んでおります。 

 ２．セグメント利益又は損失（△）の調整額は、セグメント間取引消去であります。 

 ３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

 
 当第２四半期連結累計期間（自 平成23年4月１日 至 平成23年9月30日）  

  （単位：百万円）

 

報告セグメント 

その他 

（注）1 
合計 

調整額 

（注）2 

四半期連結

損益計算書

計上額 

（注）3 
運輸事業 不動産事業 

商品 

販売事業
旅館事業 計 

売上高       

  外部顧客への売上高 4,790 1,508 1,261 1,018 8,579 1,679 10,259 － 10,259

  セグメント間の内部 

売上高又は振替高 
80 255 25 15 377 337 715 △715 －

計 4,870 1,764 1,287 1,033 8,957 2,017 10,974 △715 10,259

 セグメント利益又は
損失（△） 

△367 697 73 53 455 92 547 0 547

（注） １．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、旅行業、航空代理業、清掃・設備・環

境業等を含んでおります。 

 ２．セグメント利益又は損失（△）の調整額は、セグメント間取引消去であります。 

 ３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

 

 

 （5） 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記    
       該当事項はありません。  
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